





















１. ビジネス英語教材としての The Nikkei Weekly
The Nikkei Weekly を教材に用いた経営学部の




























































































































として 『レッド クリフ』 が取り上げられている｡




The Nikkei Weeklyの一つの特長は､ 経済ニュー
スを読みながら､ 文化的教養も身に付く点である｡
中国文化と接触することで日本文化がどのような
影響を受けるのか｡ 日本の伝統文化は台湾社会に
おいていかに変化していくのか｡ こうした点を身
近なポップカルチャーをとおして考えてみるのも
よいだろう｡
おわりに
１ケ月間の記事を見るだけでも､ 英語で中国関
連の有益な情報を入手できることがわかってもら
えたはずである｡ 世界はすでに上海万博以後のグ
ローバル社会を想像／創造しようとしている｡ 未
来の構築はいま現在をどう読むかにかかっている｡
クオリティの高い情報媒体を活用して､ 日本の地
域性を意識したグローバル社会の形成にぜひ参画
してもらいたい｡
１. はじめに
外国語学習において目標言語の語彙力が重要な
要素の一つであることは､ 多くの研究者によって
論じられている｡ しかし､ 語彙の習得法に関する
研究者の見解はさまざまである｡ 本小論は､ まず
英語学習者に求められている語彙力の指標を簡単
に紹介し､ 次に語彙習得と知識構造についてまと
める｡
２. TOEICスコアによる英語力の指標
文部科学省は2003年３月､ ｢英語を使える日本
人の為の戦略構想｣ を掲げ､ 英語力の指標を
TOEICのスコアで具体的に示唆している｡ それ
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